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一 般演題 XI 放射性医薬品（106～111）

　106，　サイクロトロンによる医用RIの製造

　　　　理化学研究所

　　　　　　唐沢　　孝　　野崎　　正　　油井　田丸

　　　　　原子力研究所RI研修所

　　　　　　　　　　　　　島村　　夏　　秋葉　正文

　　　　　　　　　　　　　　弘前大学　　岡野　真二

　（1）s2Fel　理化学研究所1．6m可変エネルギー・

普通形サイクロトロンでは，高エネルギー（＞40MeV）

の3H＋＋ビームを加速することができる．この粒子を用

いると52Cr（3He＋＋，3n）52Fe反応を利用し，廉価に

s2Feをえることができる．3He→＋とα粒子の両者を用

いた時の厚いターゲットによる生成量の比較を第1図に

示す（略）．ターゲットとしては，天然のクロムを銅板

（冷却用）に電着する．照射後の化学処理は，クロムを

濃塩酸に溶解し，鉄をメチルイソブチルケトンで抽出し，

水で逆抽出する．これらの処理は遠隔操作で行なわれ

る．3時間の照射で，2mCiのs2Feをほとんど無担体

で，放射化学的に純粋にえることができた．

第1図

　（2）　18F：　160（3He＋←，　P）ユsF　160（3He＋＋，　n）isNe＋β

→lbFの核反応を利用し，18Fを製造する．この際の

3He’“はあまり高いエネルギーである必要はなく，ふつ

う20～25MeVでよい．われわれは，酸素気流をテフロ

ン製の照射箱を川い，qualtz　woolに捕集することを試

みている．この際qualtz　woolはごく微iの炭酸あるい

は塩化ナトリウムでcoatingされている．　このqualtz

woolから熱水を用い大部分の18Fを溶出することがで

きる，
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　107．99mTc－Te¢hnetium製剤に関する研究

　　　　1．99mTc・Technetium　Suifide　colloidの

　　　　　製法

　　　　　第一ラジオアイソトープ研究所

　　　　　　中沢　信彦　　黒崎　浩己　　新田　一夫

　　　　　　小川　　弘

　〔目的〕　1964年，　Harperらにより9・　9mTc－S－colloid

はLiver，　Spleen，　Bone　marrow　scanningのに使用で
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きることが報告されてより，その製法については種々検

討されている．今回私達はより簡単にして，収率の高い

99mTc－S－colloidの製法について2～3の検討を試みた

ので報告致する．

　〔方法〕　操作はすべて無菌的に行なうこととし，Na2

S203，　KH，PO4，　EDTAの混合溶液に99皿Tc－Sodium

pertechnete　Saline　Solutionを加えHC1で酸性にした

後，95°±2で10分間加熱処理後NaOHでFlg和し，　co－

110idの安定剤としてMannito1を加えたものを99mTc－

S－colloid溶液とした．99皿Tc－S－colloidの放射化学的純

度の検討はpaper　chromatography法　（75％MeOH）

で行ない，Liverに対する集積性はRatを用い，静注

30分後値で検討した．

　〔結果〕　私達のNa2S203濃度での加熱処理時問，2

～ 5分では99mTc－Technetium　Sulfide　Colloidの収率，

およびRet　Liverに対する集積率が充分でなかったが，

10分で収率は96％となり，Rat　Liverに対する集積率も

93．69％となった．　オートクレープ処理および炉過滅菌

による影響については，オートクレープ処理（120°，20

分）により99皿Tc－S－colloidはFree　ggmTcを遊離し，

またMillipore　Filterによる炉過滅菌では99mTc－S－

colloidが吸着され源過収率が悪かった．安定剤Mann－

ito1の効果は室温　0～3時間放置ではその効果が認め

られず，安定剤の必要性は認められなかったが，室温5

時間放置ではわずかながらその効果が認められた．

　99mTc－Technetium　sulfide　colloidのRat　organに

おける経時的分布（CPM／9）は，静注10分後より5時間

後までLiverが最も高いActivityを示し，そのActivity

はSpleenを除く他のOrganの約10倍以上で，99mTcの

物理的半減期に従い減少した，Liverの次ぎはSpleen

でLiverの1／2であった．　Lung，　KidneyはLiverの約

協以下であり，これら以外のOrganについてはいずれ

もLiverの1／100以下のActivityであった．

　以上の結果より，私達の方法で作った9gmTc－S－colloid

Liver　Scanning剤として充分使用できるものと考え

る．
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清アルブミンおよびその加熱凝集物についての製法はす

でに，充分検討されている所であるが，私達は今回更に，

簡便，迅速，しかも安全に行ないうる標識製剤化法につ

いて2～3検討を試みたので報告する．

　〔方法〕（1）99・nTc一人血清アルブミンは，ミルキング

でえられた99mTcO－4を0．2M一アスコルビン酸と0．1

M一塩化第二鉄で還元し，人血清アルブミンと室温で15

分間反応させる．反応後バッチ法によりバィアル瓶に入

っている4m1のイオン交換樹脂で未反応の99mTcを除

き，pHを調整したのち，ミリポ｝アフィルターで滅菌す

る，（2）加熱凝集物である99mTc－AAおよび99mTc－M

AAは，あらかじめ非標識のAAを調整し，99mTc一人

血清アルブミンの標識法に準じて，99mTc－AAをえる．

更に99mTc－AAを80°5分間加熱処理して991nTcMAA

とする．

　結果：（1）人血清アルブミン標識法の全操作は，約30

分で済み，この方法で調整した99mTc一人血清アルブミ

ンは，室温でも，5時間安定である．ラットにおける経

時的臓器内分布は，McAfeeらの報告している家兎での

データーと一致しており，同時に行なった991nTc－per－

technetateのそれと異なっており，胎盤スキャン等のス

キャニング剤として充分使用できるものと考える，②

99mTc－AAおよび99mTc－MAAの調整法には（i）99皿

Tc一人血清アルブミンより直接作る方法（ii）非標識の

AAおよびMAAを作ってからこれに標識する方法（iii）

99mTc－MAAを超音波でこわして99皿Tc－AAとする方

法があるが，いずれの方法よりも私達の方法は，時間的，

収率的にも有利な結果をえた．すなわち99mTc－AAは

70％以上の収率でえられ，また99mTc－MAAは加熱処

理によって，99mTcをほとんど遊離させなかった．これ

らのラットによる臓器内分布は，99mTc－AAの肝への分

布は全体の85％以上であり，99mTc－MAAの肺への95％

分布は全体の以上であった．かくのごとく，私達の調整

法によって作られた，99mTc－AAおよび99mTc－MAA

は目的臓器に高率に集積されるので，充分スキャニング

剤として使用できると考える．

108．99mTc・Technetium製剤に関する研究

　　　2，99mTc一人血清アルブミン，99mTc・AA

　　　　および99mTc・MAAの製法

第一ラジオアイソトープ研究所
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〔目的〕99mTcのスキャニング剤である99mTc一人血

109．各種放射性コロイドの肝，骨髄網内系分布

　　　についての検討

　　　　東北大学抗酸菌病研究所　放射線医学研究部

　　　　　伊藤　安彦　　高橋　邦文　　佐藤多智雄

　　　　　菅野　　巌

〔El的〕　骨髄内網内系細胞に高率に摂取されるコロイ
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